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 暑い日が続くようになり、熱中症が心配な時期となりました。体が暑さに慣れていない梅雨明

けや急激に気温が上がった日は特に注意が必要です。普段からの外遊びで体を鍛え、喉がかわい

ていなくても水分をこまめに摂取するようにしましょう。 

６月６日（木）にじ組の歯みがき指導 

（歯の染め出し）を行いました。 

初めてのピンク色の染め出し液に戸惑

っている子もいましたが鏡を見ながら

丁寧に歯をみがく姿が見られました。仕

上げに２人の歯科医師に１人ずつみが

いた歯をみてもらい磨き残しのチェッ

クをしてもらいました。 

みんな上手にみがけていましたが、みが

けているか不安な様子で何度もみても

らいに行く姿もありました。 

 

 

注意したい子どもの夏かぜ 

夏に気をつけたい感染症。代表的な
３つについて、主な症状を挙げてみ
ました。気になる症状が見られたら、
すぐに病院へ！ 

 

ヘルパンギーナ 
のどや上あごに手足口病

と同じような水泡ができ

ますが口以外には発疹が

でません。また、高熱を伴

うことが多いです。 

 

手足口病 
手のひらや足の裏、足

の甲、口内などに発疹

ができます。食事がと

りにくくなるため脱水

で入院することもあり

ます。 

 

 
歯科健康診断結果のお知らせで、 

治療が必要なお子さんは夏休み等を

利用して受診しましょう。 

受診後、病院から受診連絡票を書い 

てもらい、 園に提出してください。 

 

    虫よけ剤について 

シールタイプの虫よけ剤や虫さされ

シール剤を貼って登園されるお子 

さんがいらっしゃいますが園では落

下したり、小さい子どもが口に入れ 

たりしますので、シールタイプの虫

よけ剤、虫さされ剤を貼っての登園

はご遠慮ください。 

プール熱（咽頭結膜熱） 

強い結膜炎と３９～４

０度の高熱が特徴です。

プールに入らなくても、

飛沫感染や接触感染で

うつります。 

 


